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 要  旨 
 
  人間は二次元の網膜像から、いろいろな特徴と手がかりを利用して、三次元
の構造と形を構成復元する能力がもっている。近年、それらの手がかりの中で、
運動の手がかりと呼ばれている運動視差に基づいた三次元知覚の手がかりが注目
を集めている。 
  三次元知覚の手がかりの中で、最も強力な手がかりは両眼視差と運動視差と
言われている。そして、運動視差は自己運動(観察者自身の運動)から生じるもの
と対象運動(対象物の運動)から生じるものの二種類に分けられる。 
本研究では、対象運動から生じる運動視差を中心に観察して、新しく見出し
た、二つ現象について報告する。画面の上に散在させたランダムドットを正弦状
の速度を持たせて、運動させて観察した。観察者は二次元のスクリーン上で運動
するランダムドットから三次元でnon-rigidな鋼体ではない構造を知覚できる。従
来の”SFM”(structure from motion)と異なって、知覚される三次元の構造は鋼体
ではない。つまり、ある固定的な構造の表面上にドットが貼られていることでは
ない。それにもかかわず、スクリーン上での運動から強いdepth差が知覚られる。
更に、運動しているランダムドットの上に、一つ透明で平らなディスクを両眼視
差により深さを持たせて重ね合わせると、ディスクがある領域では曲面に見える。
つまり、ディスクの表面がランダムドットにcaptureされ、曲面となって知覚され
る。 
  この新しく見出された二つの現象について、二種類の知覚実験を行った。す
なわち、正弦状の周期と曲面の知覚状態、ランダムドットのdepthの知覚とディス
クが曲面に見える半径の閾値変化を調べた。観察実験の結果より、運動の空間的
な周期が短ければ小さいディスクまで曲面に知覚され、両眼視差で与えられたデ
ィスクのdepthが大きいほど外径が小さいディスク表面までもが曲面に知覚され
た。両眼視差で与えられたディスクのdepthが大きくなると曲面の知覚が不安定に
なるなどの結果が得られた。これらの観察結果はディスクの曲面としての知覚と
ランダムドットから知覚される三次元構造との間に深い関係が存在していること
が示唆された。 
  本研究は、二次元の運動から三次元の構造と表面を知覚する新しい形の現象
を見出し、その知覚特性について調べたものである。運動知覚メカニズムについ
て、従来とは異なった新たな視点からのアプローチとして有意義と考えられる。
今後、この現象に関して、より詳しい実験を行うことで、運動知覚メカニズムの
解明に貢献できるものと期待される。 
 
 
